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要旨 

 

1．研究の背景 

 日本語には、英語などの正書法に相当する厳密な標準表記が定められていない。英語で

あれば、一つの語を表記するのに複数のつづりが認められている場合はごく例外的である。

これに対して、日本語の場合は、一つの語が、書く人により、また書かれる状況によって、

さまざまに異なった表記で書き表される。日本語学習者を悩ませ、日本語母語話者ですら、

迷うものを、非母語話者向けの出版物でどのように表記していくかの規範を探りたいと考

えた。 

 ここでは特に、片仮名による表記に関連するものに絞って、日本語母語話者の言語意識

を探り、そして非母語話者の意識との比較を行うこととした。一般に片仮名で表記される

ことの多い語の種類を分類して、それぞれの種類を代表する語を複数選んだ。そして、日

本語母語話者と非母語話者に、それぞれの語を書く場合、平仮名・片仮名・漢字をどう使

い分けるかを、アンケート形式で尋ねた。そして次に、そこに表れた結果を基にして、ア

ンケート回答者から日本語母語話者 5 人、非母語話者 5 人の計 10 人を選び、面接調査を行

って、書き分けについての意識を探った。 

 

2．調査概要 

 アンケートで調査する語の選定は、いくつかの先行文献による分類を参考とし、具体的

には、日本語学習者に人気のある、日本の少年少女コミック 9 冊からその候補を選んだ。

コミックを選んだ理由としては、まず第 1 に、日本語学習動機に占める漫画の重要性を挙

げたい。そして、第 2 に、新聞や雑誌などでは、新聞社や出版社が一定の基準を持って表

記の統一を図ろうとしている場合が多く見られるが、これに対して、少年少女コミックの

中では、特に片仮名・平仮名・漢字の書き分けについては、作者の裁量に任される部分が

多いように見受けられ、片仮名表現の使用の割合も多いと思われるためである。 

 アンケートでは、外来語、動植物名、擬音・擬態語、慣用化している片仮名表現、常用

漢字表表外字･表外音訓を含む語ほかを、平仮名・片仮名・漢字表記の選択肢中から選ぶよ

うにした。 

 面接調査では、文字種の表記の書き分けに関して、一般的と思われる基準から外れるも

のや、複数の表記を選んだものについて、その理由、また、状況による表記の使い分けの

状況などを尋ねた。さらに、特に片仮名を使用する場合のルールを習ったことがあるかど

うか、文字種の使い分けについて気を付けていることがあるかどうかなどを聞いた。 

 

3．調査結果 

 アンケート調査の結果では、語の分類の多くで、文字種の書き分けに関して、日本語母

語話者／非母語話者の間に、違いが見られなかった。外来語は片仮名表記が圧倒的に多く、

擬音語でも片仮名が多く、擬態語は片仮名と平仮名に割れる。そして、動植物名では漢字

が多い。「特別な意味を含ませたもの」「代名詞」「助数詞」で漢字表記が多いことも一致し

た。また、常用漢字表表外字や表外音訓を含むものについても、語の分野により、漢字・

平仮名・片仮名といろいろに分かれたが、この場合は、分野別の書き分けは日本語母語話



者／非母語話者の間で、必ずしも一致していない。一方、「慣用化している片仮名表現」「音

が脱落したり挿入されたりするもの」「漢字のほかの読みとの差別化」などの分類では、日

本語母語話者と非母語話者の結果に違いが見られたが、その違いに、一定の方向性は見い

だせないようである。語の種類による片仮名使用については、日本語母語話者と非母語話

者の間に、大きな違いは確認できなかった。 

 このように、アンケート調査では、片仮名の使用に関して、日本語母語話者と非母語話

者の間で、大きな相違はないことが確認できた。しかし、面接調査で、片仮名の使用の意

識面については、差が見られた。日本語母語話者は、例えば、動植物名について、身近な

もの、擬人化、詩的、イメージなどの理由で片仮名書きするという発言があり、擬態語で

は、片仮名書きすることによって「視線の強さ」が強調される、あるいは「感じがこもっ

ている感じがする」など、感覚的に片仮名表記を選ぶという発言が特徴的だった。一方、

非母語話者は、いろいろな分類の語について、街中で見掛ける、看板や自分の身の周りで

見る、漫画で見掛ける、テレビのコマーシャルの影響、などの理由で片仮名書きを選ぶと

いう発言が見られた。また、日本の若者の表記をまねたいとか、今の世代・流行に遅れた

くないなどの理由でも、片仮名表記を選んでいる。つまり、日本語教育の場を離れた、実

際の日本の生活の場で、表記については学び続けている姿がうかがえる。 

 

4．今後の課題など 

 今回の調査では、平仮名・片仮名・漢字の使い分けについてのルールを、どこでどのよ

うに習ったかについての質問に対して、あまり明快な答えが得られなかった。これは、日

本語母語話者と日本語学習者に、アンケートと面接で聞く、という今回の方法の限界によ

るものと思われる。国語教育の側、日本語教育の側のシラバスにはあるはずなので、これ

を調査して、今回の研究を補いたい。 

 さらに将来的には、片仮名表記に限ることなく、漢字―仮名の揺れ、送り仮名の揺れ、

使う漢字の揺れなど、非母語話者に対する日本語教育の中の標準表記について、広く考え

ていきたいと思う。
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